


4月までの期間、いわば農閑期に集中していることか

ら、農業ーなどを営むかたわらで、瓦製造も行っていた

可能性が高いといえよう。よって、栗太郡内の在地瓦

師遠の多くは、郡内の瓦需要が増加した時期に誕生し

たとはいっても、副業的に瓦製作を行っていたと思わ

れ、その経営基盤は極めて脆弱なものであったことが

考えられるのである。

明治13年に編纂された f物産誌』では、近世期の瓦
業者は、高野小坂村ならびに青地部田村以外の業者は

姿を消してしまっている。このことから、郡内に存し

た近位期の瓦師の多くは、当該期までに瓦製造業を廃

業してしまったことが考えられるが、このように、栗

太郡の在地瓦製造については、前記のように1760'"'-'70

年代に瓦業者の交替が認められ、今また、明治期を境

に、在地瓦業者の変動が認められるという、都合3つ

の画期が蒋在したことが指摘できる。この酪期の要因

は、史料が皆無であるため不明といわざるを得ないが、

3番目の画期の背景としては、 18世紀後半にピークに

達した以降、沈滞傾向へと向かった瓦需要や、絶えず

消費市場を開拓せねばならない、あるいは、前記した

ように、瓦製造のみでは碍続できなかった同業の経営

基盤の脆弱さという経済的要因、そして、明治新政府

による仲間組織解体を図った商工業種への介入といっ

た政治的要罰などを想定できるのではなかろうか。一

方、大正15年の『栗太郡志Jにより、大正期の瓦業者
数が近世期に比べ増加していることが判る。この業者

数の増は、業者の経営規模の縮小化を反映するもの考

えられ、第3の画期、則ち明治期以降に誕生した新興

業者達は、近世期の業者と比較した場合、より地域に

密着した販売単位、民日ち、居住する町、村、あるいは

それら周辺地を含めた小規模な需要に対応する形態へ

と変化したものと解される。⑤
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図5 瓦師男IJにみた記銘瓦の月5:l1J製作数

4. さし、こ。lこ

以上、山寺町にある十二将神社拝殿の鬼間瓦ならび

に、社寺に葺かれた記銘瓦から栗太郡の近世在地瓦銅

について、若干の考察を試みた。

今自の検討資料は、銘の判る鬼面瓦が主となったが、

天井部に銘の多い獅子口瓦などは、鷲き替えが為され、

地上に降ろされている以外は、銘の有無すら不明であ

り、また、鬼面瓦についても、多くが屋根に載ってい

るため、判読不明の文字や誤読も多いと考えられ、資

料としての信頼性に欠けるきらいが多分にある。

また、新たな在銘瓦の判明により、新知見が得られ

る可能性も高いといえよう。

しかし、近世後期におけるこれら商工業に関する史

料は、一部を除いて皆無に近いこと、或いは、現在、

郡内の社寺の多くが、瓦の葺き替え時期に該当してお

り、該期の瓦が次々と損壊、亡失するという事態にな

っていることから、不明な点の多い郡内の近世期の在

地瓦師に対する今回の考察も、多少は意味あるものと

いえるのではなかろうか。

また、今回の考察では、多くの在地瓦姉の存在が明

らかとなったが、材料ならびに燃料の調達、あるいは

彼らの工房、特に瓦窯などの形態に関しては、該当資

料が不明なため検討することができなかった。また、

社寺などで、瓦を導入するにあたっては、それまでの

屋根形態を大きく替える必要もあったと思われ、瓦の

みならず、建築分野との検討も今後の重要な課題とい

えよう。加えて、瓦師の工房や瓦窯に関しては、発掘

調査などに委ねられる点も多く、今後の資料増加を待

ち、再び検討を行いたい。

最後に、今回の調査にあたっては栗東町慌史民館博

物館館長である宇野茂樹氏ならびに木川町最明寺住職

の木村力氏を始めとして、!日郡内にある社寺の所有者

ならびに関係者など、多くの方々より、暖かいご援助

とご指導を受けることができた。紙上を借り、ここに

厚くお礼を申し上げる次第である。(小宮猛幸)

{参考文献等}

① f栗太郡志j巻五 1926年滋賀県栗太郡役所

② f栗東町指定有形文化財宇和宮神社拝殿修理工事報
告書』大上建築研究所 1994年

③ f国費五津寺本堂修理工事報告書j滋賀県国費石津
寺建造物修理出張所 1938年
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地区名 11fT 名 Nu 寺社名 年 代 形 f~ 、 銭

IIJ !日 *111 9 最明寺: 安永七年(1778) !匂税1鬼瓦 {お]安永七年

IJe口総R'i当日
{左]瓦剖i湾地村
溜:jl:幾歳

天保ト一年 (1840) i待機鬼瓦(門) ;応ヤiHl'ilJ.JIli村惣吉 天保十一年庚申
~太下E8上村 j十悶伝四郎容滋

明治十二年(1879) !附東Jr，li子口瓦(鋭楼) (フミ)明治給二年

三月

F旬郷
竹花氏

作人

松尾有日治

北山間 10 務をま干I11社 箆延二年(1861) 大棟鬼瓦(門) {右}万延一年

関二月吉日

{左]瓦郎i松本村
ヂ1:上七右エ門

降格!U包瓦(J]f.Ja詮) {右}瓦fliji

チド上七右エ門

主草 tド E手持I 11 言毒草王寺子 IY3和八年(1771) J好棟鬼瓦 {右]1沼平日八J}/l)縫楽太'lill
四月jgEI 針路村瓦段

近イ言

{左]fl中村瓦段チ王;宮1:上本[口口口

開明亭桐明---亭苧母国司----ー明 F開明明--凶 由曲喧企画e幽岨昌国幽岨幽幽曲出歯抽与圃 Fーーー『ー柑
'ilf!語、(l751~1764) 大棟鬼]L(門) :i]瓦(jijii工州、i剣勝中村

井上古口口口

(o:]宝}後口年

八月i!i/3

12 正定ミ子 大棟鬼]L [お}仁]口

王宮日

地蔵カ

(;在}栗太:j_{日六口口

瓦郎林太右エ門司口

13 立木神社 文政十年 (1827) 大様餓I鬼瓦 [右}文政十年
降続i飾鬼;民 口口月

松本カ

(o:]大津口口

奉納カ

潜水左太口口

14 務長I!宿本i陣 安永八年 (1779) l続棟街H鬼瓦 安永八年亥七月ト日口人篠原義勝(花押)

小平:jj:村瓦師Iffil到弥左エ門

卒和年(1802)
月小十平一井日]L瓦や附J

!日山iJ!J;o:エ門

小平:jl: 西阪口苓和総生手'fl犬十二月

若~ J二矢橋 15 石津守 ラミlE六年 (1578) 11制球1鬼瓦 [右]瓦大工 裂回ノf主人輿兵衛ヲ'è'ïF六~:==向
帽帽晴胃._---明----------ーー， ー._--胃----------骨同開閉明開骨帽
元禄十二年 (1699) 大棟鬼瓦 [右]己 元1-禄丹十二波

J}IJ +R 
(o:)大三者巨大津松本村ノ住人

藤原級包村上七左衛門佐

大津松本京lIfJ

]L富市 村上七左衛門

16 純~l商事11社 明治 I-iド(1877) 際線JRffi子日瓦 (天)脅i也瓦j妥

辻伊三郎

明治十年

ヨヲー十日

野E各 浄泉寺 終瓦 {お}江列楽太郡金IJ事tjJ村

瓦臨IiチLU吉おエ門

18 新宮神社 明治ト三年 (1880) 大械鱗瓦 {右}明治十三年昔日

奉カ

口議口口口

{左}明治ト三年

;11.，月

あおじ

瓦義蔵

コベi2pゴ 対 IUl苧f 19 祥光寺 JG文四年(1739) 際線i鬼瓦 {右]5じ文四年
米ノ四月夜臼

(o:】江州、!楽太郡

六地蔵E.

瓦蹴林太右エ門

1雪地 20 小槻神社 安永七年(1778) 除名I!鬼瓦 【右]安永七年

手話月夜日

[左]瓦郎I予雪地村
酒井口G
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地区名 町名 NIl そI' 社名 主ド 代 育長 慾 銘

志、 ilI!li雪地 20 小槻神社 安永七年(1778) 大様鬼瓦(手洗箆) (機)志津村

字問元

瓦庭口

口追分

作人

高!埼厳

i治 田川辺 21 号事性ミ子 1l*l保三年 (1743) l母様鬼瓦 {右1III Jll~寄性寺瓦附i太兵衛
{左]党{呆口口移臼

小事li 22 光i弓手f !際棟鬼瓦 {お]江川栗太君11
剣勝中村瓦郎吉右衛門

安養寺 23 安差是寺 l時様飾鬼瓦 {右}卯八月夜臼

瓦シ三口口口作カ

[d:l 111辺村瓦屋
I11辺太七良

24 東方山安養寺 事{呆 j-ip(1725) 大事IUi!.瓦(鎖楼) [右]六地裁村

瓦郎林太右衛門

【左]事保十年

J¥FI El 

元禄八年 (1695) 大材U¥l.瓦 [右]王子持アヲFコ1=1
[左] ;菅谷伎口口

UHI長 aニ1制 l
喧司直也喧企画.-幽幽剖岨掛幽剖岨曲掛憎曲幽剖姐帥

除機鬼瓦 [右]元禄八年

口三月日

【d:]口口図変e宕菅谷{主日臼

日村彦左衛門除打線療吉次

事保六年(1721) 大紋鬼瓦 [お}六地蔵村

瓦締林太おエ門

[d:]口卒保六年

日月夜日
ー.-同世唱曲幽幽幽幽世幽幽曲幽幽幽幽幽幽幽幽幽

l燥機鬼瓦 [右}安養寺5

目111 25 3安芸草寺 党政七年 (1795) 大機鬼瓦(鍛楼) [右]11!:政七年
l]1l八月吉臼

[お]江列楽太郡

金11券中村
瓦j盆吉右エ門

大税1鬼瓦(本主主) {お}口瓦大工口本

六地蔵村林太右エ門
幽齢岨幽幽幽幽幽幽岨幽也幽骨幽幽幽幽幽幽合唱曲圃喧世世嗣値白血白血ーーーーーー，圃幽曲・ー司E旬甲帯胃--開閉句"胃ーーーー

作カ

{右}口人

京大倣伎大白口

藤原義徳

金又は会

【d:]日瓦大工江本

六地蔵村林太右エ門

お 聖子 六地蔵 26 潟念寺 明和八年 (1771) l海棟鬼瓦 [お]明和八歳

卯二月三吉日 瓦箆小坂村木村弥太郎

{友]瓦師木村弥立1](花押)

{右]明利八歳

卯ニFI~吉日 瓦大こi二小坂邑弥品1](花押)

小野 27 大角家芸書郎i蛍 定勝六年(1756) 大機鬼瓦 l右】宝潜六歳丙子天
口口口口

[左]江州梨太郡六地蔵品

瓦自前Jドu右エ門口口仁]
大 宝虫屋 28 宇和吉rtfjl社 箆係四年(1744) 大様鬼瓦 [お]箆傑凶歳

子ノ二月吉岡

[a]江列栗太郡高野
六地裁村

瓦自市林与右門

箆保四歳

子ノ二月白

[d:]江川、i楽太君11
六地球村

瓦駒林太右衛門

鐙ftl!寺 29 正楽寺子 党政六年 (1794) 大様J~甲子口瓦 【お}党政六日臼

資六月吉日

【中}正楽寺様

御棟瓦

【左}瓦Bip!]、王子;11ーや>tf主人
四回吉右衛門

岨幽柚働制幽幽幡也幽岨幽岨曲幽岨岨幽幽幽唱曲曲ー・ーーーーー喧ー・ーー-----ーー胃胃司噂--・._--押---宇'ーーーー

{お}或政六年

災卯月昔日

[d:l小平井村
]五日市iZliE85!Ji左衛門C1E持1)
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地区名 町名 Nu 寺社名 年 代 形 1m 銘

大 宝 絡 30 西琳寺子 フE文二年(1738) 大棟鬼]L(門) 1右1児文二年
守二九月

i滋*J!r鬼]L(後) {お]奉納瓦自民利八郎

金 勝街l闘 31 笹l勝寺 天月月七年 (1787) 大掛i鬼瓦(門) 【お】天f児七年了来年

二月吉臼

金j勝中村瓦自前官右エ門

大株鬼瓦(鐙楼) 吉右エ門カ

[右】瓦師井上口口口口

口三口

了カ

口米年

1:!:政七年(1795) 大材i鬼瓦(本堂) {右】党政七年乙卯年

三汚吉日

[i!:e]江列楽太君[11寄勝中村役人

瓦自前井上官おエ門

荒張 32 康徳寺 降棟鬼瓦{鎚楼) 【左]江列栗太君11金j陵中村住人
瓦師井上吉右エ門

-*坂 33 阿弥陀守 大事11鬼瓦(鐙i楼) {左】江列栗太郡金勝中村

口口瓦自市井上吉右エ門

上砥山 34 浄西寺 寛政六年 (1794) 大|峰鬼瓦(鎖楼) [右】江列梁太郡金l勝中村
瓦師吉右エ門

[左}党政六年ー

E者六F.n吉日

事保六年(1721) 大務i鬼瓦(脇主主) [お]事保六歳

二月吉日

[左】六地蔵村

瓦自前林口口口口
帽曹幽----ー曲幽幽幽幽幽岨値白血合』色』喧・ーーー・----・ーー---副-------且--亭腎骨骨骨ーーーーーー--
【左]口口口

瓦飼育口口口

勾 山 一町 35 教願寺 安永二年(l773) i峰棟鬼瓦 [右]絡村瓦師

[右】同瓦自市消八
-・・・・・・・・・---明田---桐明伺軍再開司F帽帽帽園田・・・・・・・・・・--晶晶幽・ーー・且--鴨----
[右】瓦師利八郎

向行浴八自[1

[左}絡村瓦師

利右門佼
ー・・ーーーー-----骨骨甲骨---晴聞朝開桐情骨ー----------ーーーーー・蝉岨幽掛岨幽曲合---司早朝骨
[i!:e]安永二年三河口

利右門佐

勝音11 36 案楽寺 天明七年 (1787) l野線鬼瓦 【右]江列栗太ml高野庄

小坂村住木邑弥七郎ClE押)
[左]天明了未霜月吉日
-----------亭咽---曙明暗帽明司胃.明・・・・・ー・・ー・・・・・・・・唱曲曲ー曲幽曲・---_帽停
【右] 江列架太郡

瓦師小坂村住木村弥七自11(花押)

[i!:e]天明七十一吉日

守山 37 大光寺 党政七年 (1795) 大様鬼]L(門) 【右]党政七乙卯

三月昔日

[左】江列栗太!tll高野茂
口小坂村住木村弥七郎(1E:jIJ1)

-・・ーーーーー・・智嗣 F再晴晴押骨骨帽骨骨相幽--・・・・・ーー・・・ーー・・ F圃ー・・勘幽岨白骨岨--喧ー--
[右]口瓦小坂村木邑弥七郎(花押)

[左】党政七卯三月寄釘

寛政四年 (1792) 大練鬼瓦(鎚楼) [右]寛政凶年壬子

江列栗太君11小坂邑弥七郎(花押)
-----------ー，骨骨'曹司._--・喝事・---・伺'・・・・・・・・・・・・--伺・ー---峰崎・・ーーー--
[右]江列栗太郡

瓦自市小坂邑弥七郎(花押)

[左】 寛政四口

壬子間二月吉EI

台高 38 大将軍神社 安永五年(1776) 大務{鬼瓦(鐙機) 【左]絡や~]Lシ行間利右衛門
-----------曹『再開軒町欄母国情暢帽欄嗣・ーーーー・ーーー・ーー・・・ーー・幽幽岬幽幽姐曲幽曲岨幽曲岨岨岨曲幽
{右】安永五年

日間正月吉包

[左]江口総村住人

口口
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